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（地Ⅲ48）  

平成２３年５月２０日 

 

都道府県医師会 

  感染症危機管理担当理事  殿 

 

日本医師会感染症危機管理対策室長  

保 坂 シゲリ 

  

新型インフルエンザ（Ａ／Ｈ１Ｎ１）に係る 

季節性インフルエンザへの移行に伴う省令等の改正について 

  

新型インフルエンザ（Ａ／Ｈ１Ｎ１）については、平成２３年３月３１日をもっ

て感染症法における新型インフルエンザ等感染症と認められなくなったことに伴い、

今般、感染症法施行規則の一部を改正する省令及び厚生労働大臣が定める三種病原

体等及び四種病原体等の一部を改正する件が別添のとおり公布、施行されました。 

つきましては、本件についてご了知のうえ、郡市区医師会、関係医療機関に対す

る周知方につきまして、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

記 

 

改正の概要 

１．感染症法施行規則の一部を改正する省令について 

（１） 医師が新型インフルエンザ（Ａ／Ｈ１Ｎ１）の患者（疑似症患者を含む。）

又は無症状病原体保有者を診断した場合について、感染症法第１２条第１項

の規定に基づく届出を当分の間不要としている規定を削除した。 

 

（２） 医師が新型インフルエンザ（Ａ／Ｈ１Ｎ１）により死亡した者（当該感染

症により死亡したと疑われる者を含む。）の死体を検案した場合について、

感染症法第１２条第６項において準用する同条第 1項の規定に基づく届出を

当分の間不要としている規定を削除した。 

 

２．厚生労働大臣が定める三種病原体等及び四種病原体等の一部を改正する件について 

四種病原体等取扱施設の基準等の一部が適用除外される病原体等から、イン

フルエンザウイルスＡ属インフルエンザＡウイルスであって、その血清亜型

がＨ１Ｎ１であるものを削除した。 

 



健感発0519第4号
平成23年5月19日

各
県
市
区

　
置
府
設
別

道
所
灘
特 衛生主管部（局）長殿

厚生労働省結核感染症課長

　　　新型インフルエンザ（A／H　l　N1）に係る

季節性インフルエンザヘの移行に伴う省令等の改正について

　新型インフルエンザ（A／H　l　N1）については、平成23年3月31日に、感染

症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号）

第6条第7項に規定するr新型インフルエンザ等感染症」と認められなくなった旨

の公表を行ったところである。

　これに伴い、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則

の一部を改正する省令（平成23年厚生労働省令第61号）及び厚生労働大臣が定め

る三種病原体等及び四種病原体等の一部を改正する件（平成23年厚生労働省告示

第163号）が、本日、別添のとおり公布され、同日より施行されることとなったと

ころである。

　改正の概要は下記のとおりであるので、関係者に対して周知徹底を図り、その実

施に遺漏なきを期されたい。

己言口

第1　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部

　　を改正する省令について

1　改正の概要

（1）　医師が新型インフルエンザ（A／H　l　N1）の患者（疑似症患者を含む。）

　　又は無症状病原体保有者を診断した場合について、感染症の予防及び感染症

　　の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号。以下r法』と

　　いう。）第12条第1項の規定に基づく届出を当分の間不要としている規定を

　　削除したこと。



（2）　医師が新型インフルエンザ（A／H　l　N1）により死亡した者（当該感

　染症により死亡したと疑われる者を含む。）の死体を検案した場合について、

　法第12条第6項において準用する同条第1項の規定に基づく届出を当分の

　間不要としている規定を削除したこと。

2　施行期日

公布の日から施行することとしたこと。

第2　厚生労働大臣が定める三種病原体等及び四種病原体等の一部を改正する件

　　について

1　改正の概要
　　四種病原体等取扱施設の基準等の一部が適用除外される病原体等から、イン

フルエンザウイルスA属インフルエンザAウイルスであって、その血清亜型が

H　l　N1であるものを削除したこと。

2　施行期日

公布の日から施行することとしたこと。
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、
’

〔
省
　
。
令
〕

O
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

　
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

　
部
を
改
正
す
る
省
令
（
厚
生
労
働
六
一
）

O
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
、
海
洋
汚
染
防
止

、
緊
急
措
置
手
引
書
等
、
大
気
汚
染
防
止
検

　
査
対
象
設
備
及
び
揮
発
性
物
質
放
出
防
止

　
措
置
手
引
書
の
検
査
等
に
関
す
る
規
則
の

　
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
国
土
交
通
四
二
）

〔
告

示
〕

O
平
成
二
十
三
年
度
地
方
債
同
意
等
基
準
を

　
公
表
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
総
務
一
九
〇
）

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

　
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た

　
の
で
公
表
す
る
件
（
同
一
九
一
）

O
難
民
認
定
証
明
書
が
効
力
を
失
っ
た
件

　
（
法
務
二
五
〇
）

O
登
記
回
復
に
関
す
る
件

　
（
同
二
五
一
、
二
五
二
）

O
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

　
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
別
表

　
第
一
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

　
指
定
す
る
地
域
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
厚
生
労
働
一
六
二
）

○

　
O
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
三
種
病
原
体
等

　
　
及
び
四
種
病
原
体
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
件
（
同
一
六
三
）

　
O
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
平
成
二

　
　
十
四
年
三
月
十
日
ま
で
の
間
の
日
を
末
日

　
　
と
す
る
事
業
年
度
に
係
る
支
払
備
金
と
し

　
　
て
積
み
立
て
る
金
額
の
特
例
を
定
め
る
件

　
　
　
（
同
一
六
四
）

　
O
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

　
　
　
（
農
林
水
産
九
九
五
～
一
〇
〇
七
）

　
O
自
動
車
の
装
置
の
型
式
を
指
定
し
た
件

　
　
　
（
国
土
交
通
五
〇
一
～
五
二
三
）

　
O
道
路
に
関
す
る
件

　
　
　
（
関
東
地
方
整
備
局
二
五
七
）

　
O
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
指
定
調
査
機

　
　
関
を
廃
止
し
た
件

　
　
　
（
東
北
地
方
環
境
事
務
所
三
）

　
O
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
指
定
調
査
機

　
　
関
を
廃
止
し
た
件

　
　
　
（
関
東
地
方
環
境
事
務
所
四
）

　
O
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
指
定
調
査
機

　
　
関
を
廃
止
し
た
件

　
　
　
（
中
部
地
方
環
境
事
務
所
二
）

　
O
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
指
定
調
査
機

　
　
関
を
廃
止
し
た
件

　
　
　
（
近
畿
地
方
環
境
事
務
所
二
）

　
O
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
指
定
調
査
機

　
　
関
を
廃
止
し
た
件

　
　
　
（
中
国
四
国
地
方
環
境
箏
務
所
三
）

　
O
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
指
定
調
査
機

　
　
関
を
廃
止
し
た
件

　
　
　
（
九
州
地
方
環
境
事
務
所
二
）

　
○
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

　
　
に
関
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き

　
　
暴
力
団
を
指
定
す
る
件

　
　
　
（
大
阪
府
公
安
委
五
五
）

、昌

内
閣

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

》二三五八プち九δ

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
官
庁
報
告
〕

○

　
　
　
　
官
庁
事
項

型
式
検
査
の
主
要
な
実
施
方
法
及
び
基
準
の

公
示
に
つ
い
て
（
農
林
水
産
省
）

　
　
　
　
法
　
　
務

公
証
人
任
免
（
法
務
省
）

〔
資

閣
議
決
定
等
事
項

〔
公

料
〕

告
〕

諸
事
項

官
庁
　
財
団
、
有
権
者
申
出
方
、
司
法
書
士
懲
戒

　
処
分
関
係

裁
判
所

　
相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

　
破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

　
厚
生
年
金
基
金
変
更
関
係

会
社
そ
の
他

一〇＝＝二＝≡

㎜
省

令
I
l
”
l
l
I

O
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号

　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十
二
条

第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
細
川
　
律
夫

　
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医

　
　
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
．
省
令

　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
附
則
第
二
条
の
二
及
び
第
二
条
の
三
を
削
る
。

　
　
附
則

　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

O
国
土
交
通
省
令
第
四
十
二
号

　
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
士
ハ
号
）
第
十
九
条
の
三

十
九
、
第
十
九
条
の
五
十
四
及
び
第
五
十
四
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
、
海
洋
汚
染
防
止
緊
急

措
置
手
引
書
等
、
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
及
び
揮

発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
の
検
査
等
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
国
土
交
通
大
臣
大
畠
章
宏

　
　
　
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
、
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措

　
　
　
置
手
引
書
等
、
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
及

　
　
　
び
揮
発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
の
検
査
等

　
　
　
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
、
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措
置
手

引
書
等
、
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
及
び
揮
発
性
物

質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
の
検
査
等
に
関
す
る
規
則
（
昭

和
五
十
八
年
運
輸
省
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
当
該
海
洋
汚
染
防
止
緊

急
措
置
手
引
書
等
」
を
「
当
該
油
濁
防
止
緊
急
措
置
手
引

書
、
有
害
液
体
汚
染
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
又
は
海
洋
汚

染
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
同

項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。
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二
　
船
舶
間
貨
物
油
積
替
え
に
関
す
る
作
業
を
行
う
者

　
　
が
、
船
舶
間
貨
物
油
積
替
え
に
起
因
す
る
油
の
排
出

　
　
を
防
止
す
る
た
め
に
遵
守
す
べ
き
裏
項
の
変
更
（
当

　
　
該
船
舶
間
貨
物
油
積
替
作
業
手
引
書
の
機
能
に
影
響

　
　
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
軽
微
な
変
更
を
除
く
。
）

第
十
五
条
第
三
項
第
四
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
第
二

号
及
び
第
三
号
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
一
号
中

「
油
等
」
を
「
油
濁
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
、
有
害
液
体

汚
染
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
及
び
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措

置
手
引
書
に
あ
っ
て
は
、
油
等
」
に
改
め
、
「
関
す
る
事
項
」

の
下
に
「
、
船
舶
間
貨
物
油
積
替
作
業
手
引
書
に
あ
っ
て

は
、
船
舶
間
貨
物
油
積
替
え
に
関
す
る
作
業
を
行
う
者
が
、

船
舶
間
貨
物
油
積
替
え
に
起
因
す
る
油
の
排
出
を
防
止
す

る
た
め
に
遵
守
す
べ
き
事
項
」
を
加
え
、
「
第
三
号
」
を
「
第

五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
前

に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　
一
　
第
十
八
条
第
一
号
に
掲
げ
る
区
分
に
係
る
海
洋
汚

　
　
染
等
防
止
証
書
の
交
付
を
受
け
た
検
査
対
象
船
舶
の

　
　
船
舶
所
有
者
が
、
当
該
船
舶
に
船
舶
間
貨
物
油
積
替

　
　
作
業
手
引
書
を
新
た
に
備
え
置
き
、
又
は
掲
示
し
よ

　
　
う
と
す
る
と
き
。

　
二
　
第
十
八
条
第
四
号
に
掲
げ
る
区
分
に
係
る
海
洋
汚

　
　
染
等
防
止
証
書
の
交
付
を
受
け
た
検
査
対
象
船
舶
の

　
　
船
舶
所
有
者
が
、
当
該
船
舶
に
揮
発
性
物
質
放
出
防

　
　
止
措
置
手
引
書
を
新
た
に
備
え
置
き
、
又
は
掲
示
し

　
　
よ
う
と
す
る
と
き
。

　
第
十
五
条
第
四
項
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
六

号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
第
四
号
」
を
「
第

三
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　
第
士
言
写
の
四
様
式
中
「
話
置
。
巳
を
「
岩
三
8
巨
0

9
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
則

　
　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

　
だ
し
、
第
十
二
号
の
四
様
式
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二

　
十
四
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

O
総
務
省
告
示
第
百
九
十
欄
号

　
　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日

政
治
資
金
団
体

　
（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
十
二
号
の
四
様
式
の
改
正
規
定
の
施
行
の
際

、
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
海

　
洋
汚
染
防
止
設
備
等
、
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措
置
手
引

　
書
等
、
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
及
び
揮
発
性
物

　
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
の
検
査
等
に
関
す
る
規
則
第

　
十
二
号
の
四
様
式
に
よ
る
国
際
大
気
汚
染
防
止
証
書

　
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
海
洋
汚
染
防
止
設
備

　
等
、
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
等
、
大
気
汚
染

　
防
止
検
査
対
象
設
備
及
び
揮
発
性
物
質
放
出
防
止
措
置

　
手
引
書
の
検
査
等
に
関
す
る
規
則
第
十
二
号
の
四
様
式

　
に
よ
る
国
際
大
気
汚
染
防
止
証
書
と
み
な
す
。

l
l
”
1

告

示
1
”
l
l
I
I

O
総
務
省
告
示
第
百
九
十
号

　
地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
五

条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
度
地

方
債
同
意
等
基
準
を
公
表
す
る
件
（
平
成
二
十
三
年
総
務

省
告
示
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
片
山
　
善
博

　
第
二
の
二
の
一
の
励
の
ア
の
㈲
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。　
　
　
　
　
　
§
　
曝
e
言
掛
蕗
鵡
簸
買
％
u
べ
團
な
串

　
　
　
　
　
　
　
e
蝿
海
跨
鎭
e
－
聖
母
薄
霞
×
算
萬
浮

　
　
　
　
　
　
　
噂
が
檬
塒
蕨
面
蝦
鵜
（
寸
言
茄
馬
が
φ

　
　
　
　
　
　
　
3
酵
奉
く
。
）

　
第
二
の
二
の
一
の
偶
の
ア
の
㈲
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

　
　
　
　
　
　
（
邑
　
邸
e
凄
器
こ
コ
‘
e
“
鞍
礁
翻
胃
％
o
パ

　
　
　
　
　
　
　
国
壱
邸
e
軒
海
路
蝦
S
一
番
酵
廼
占
図

　
　
　
　
　
　
　
舜
謹
溜
叫
餌
遷
鵬
欝
頂
巽
海
淵
q
ヨ
廿
ノ

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
§
軸
磯
π
茄
報
伽
伊
e
青
楼
哺
ぶ
隷

　
　
　
　
　
　
　
璽
箪
田
螺
鵜

　
第
二
の
二
の
一
の
偶
の
イ
中
「
骸
一
封
」
の
下
に
「
旨

q
π
料
皿
耕
汁
鴻
隷
π
准
冷
叫
卵
神
8
S
離
曽
O
潭
爆
縮

溜
洋
学
群
鳥
π
圏
叫
び
粛
秘
（
碧
海
8
相
隣
辯
識
＆
砲
）

髄
◎
o
瓶
瀕
一
顰
鋭
韻
O
熟
糠
一
泊
」
を
加
え
る
。

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
切
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
切
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
　
次
の
と
お
り
公
表
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
片
山
　
善
博

政
治
団
体
の
名
称

国
民
改
革
協
議
会

国
民
新
党
友
の
会

異
動
事
項
　
　
　
　
　
新

会
計
責
任
者
の
　
豊
原
　
昭
二

氏
名
会
計
責
任
者
の
、
鈴
木
　
貴
司

氏
名

林西
　尾
籍裂旧

　
届
出
年
月
日

二
三
、
四
、
四

二
三
、
　
三
、
三
一

O
法
務
省
告
示
第
二
百
五
十
号

次
の
難
民
認
定
証
明
書
は
、
効
力
を
失
っ
た
の
で
、
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
士
ハ
年
政
令
第
三

百
十
九
号
）
第
六
十
一
条
の
二
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
　
江
田
　
五
月

　
醤
加
麗
満
開
温
順
e
蹄
姻
洋
学
皿
奪

　
漸
醤
－
蝕
　
唱
鷲
電
．
9
ゆ

O
法
務
省
告
示
第
二
百
五
十
一
号

　
大
阪
法
務
局
北
出
張
所
に
備
え
て
あ
っ
た
大
阪
市
西
淀

川
区
姫
里
三
丁
目
壱
弐
九
番
の
土
地
の
登
記
簿
が
滅
失
し

た
。　
滅
失
し
た
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
て
い
た
権
利
が
な
お
そ

の
登
記
簿
に
お
け
る
順
位
を
有
す
る
た
め
に
は
、
当
該
権

利
の
登
記
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
登
記
に
関
す
る
嘱
託
若

し
く
は
通
知
を
し
た
官
庁
公
署
ば
、
平
成
二
十
三
年
五
月

十
九
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
八
月
十
九
日
ま
で
に
登
記
回

復
の
申
請
又
は
そ
の
嘱
託
若
し
く
は
通
知
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
江
田
　
五
月

O
法
務
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号

　
大
阪
法
務
局
北
出
張
所
に
備
え
て
あ
っ
た
大
阪
市
東
淀

川
区
東
淡
路
二
丁
目
参
七
番
の
土
地
の
登
記
簿
が
滅
失
し

た
。
　
滅
失
し
た
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
て
い
た
権
利
が
な
お
そ

の
登
記
簿
に
お
け
る
順
位
を
有
す
る
た
め
に
は
、
当
該
権

利
の
登
記
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
登
記
に
関
す
る
嘱
託
若

し
く
は
通
知
を
し
た
官
庁
公
署
は
、
平
成
二
十
三
年
五
月

十
九
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
八
月
十
九
日
ま
で
に
登
記
回

復
の
申
請
又
は
そ
の
嘱
託
若
し
く
は
通
知
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
　
江
田
　
五
月

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
二
号

　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十
九

号
）
別
表
第
一
の
五
の
項
の
第
三
欄
第
二
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医

療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
別
表
第
一
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
（
平
成
士
ハ
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
三
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

　
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
」
を
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
ネ
ブ

ラ
ス
カ
州
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
及
び
ミ
ズ
ー
リ
州
を

除
く
。
）
」
に
改
め
、
「
（
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
シ
ャ
ー
州
を
除

く
。
と
を
削
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
三
号

　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十
九

号
）
第
三
十
一
条
の
三
十
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第

三
十
一
条
の
三
十
四
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
老
、
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
三
種
病
原
体
等
及
び
四
種
病
原
体
等

（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
細
川
律
夫

　
第
2
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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欝
猷
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マ
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e
鼓
膳
静
関
川
＼
羅
S
晦
謀
田
翌
堂
鉢
ぐ
ノ
ロ
伴

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
四
号

　
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
大

蔵
省
、
法
務
庁
、
厚
生
省
、
農
林
省
令
第
一
号
）
第
百
八

十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三

年
三
月
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
十
日
ま
で
の
間

の
日
を
末
日
と
す
る
事
業
年
度
に
係
る
支
払
備
金
と
し
て

積
み
立
て
る
金
額
の
特
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月

十
日
ま
で
の
間
の
日
を
末
日
と
す
る
事
業
年
度
に
係
る
消

費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
第
百
八
十
四
条
第
一
項
第

一
言
写
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
金
額
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
に
係
る
共
済
金
、
返
戻
金
そ
の

他
の
給
付
金
の
支
払
の
た
め
に
積
み
立
て
る
場
合
に
は
、

消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
程
（
平
成
二
十
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
百
三
十
九
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
死
亡
者
数
等
に
基
づ
く
合
理
的
な
方
法
に
よ

り
計
算
し
た
金
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。




